



































































































































































































































































四五年の頃集む」 、巻九の巻末に「天明七年丁未八月より八年戌申六月望にいたる」とあることから、この記事も天明期に記されたものと推定される。『寝惚先生文集』以来、南畝が草双紙に使用される言語遊戯を挙げる場合、例示されるのは「鯛 みそず」 「四方のあか」 「 （一ぱい） のみかけ山のかんがらす」 が定型であったようだが、このような草双紙の言語遊戯について、少なくとも二十年に亘って関心を寄せていたことが確認できる。南畝は寛延二年（一七四九）生まれで、現存資料のうち
最初の黒本青本とされる『丹波爺打栗』が刊行 た延享元年（一七四四）にはま 生まれ いなかったが、鱗形屋板の草双紙で言語遊戯の語句が一作品中に複数使用される作品が見られるようになっ ころは少年期であった。 『寝惚先生文集』刊行時には十八歳であったが、当時も鱗形屋では同じ傾向 刊行がなされていたことが確認できる
（５）
。
「どらやきさつまいも」は『寝惚先生文集』に取り上げられてい 。しかし、言語遊戯の語句と鱗形屋板の草双紙とを結びつけ 見解を 中に明示している『菊寿草』 『一話一言』には「どらやきさつまいも」 は見え い。 寝惚先生文集』で 読絵草紙」と題してい だけで、鱗形
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屋の名は挙げられていない。しかしながら、管見の限り、おいしい食べ物を例示するために「どらやき」や「どらやきさつまいも」の名 挙げるのは、 『寝惚先生文集』刊行当時、鱗形 板初期草双紙にお てのみ確認されるものであった。よって、 青少年期の南畝の関心を引きつけたのも、鱗形屋板草双紙であったも と考えられる。
また、 「どらやき」と「さつまいも」を二語一対のもの
として列挙する際に、 「どらやきさつまいも」のように、 「どらやき」を先に示すという は、宝暦期末には刊行されていたと想定される『駒軍象戯始』に用例がみえ、以降、安永五年『風流／上下の番附』の時点でも存在していることから、 明和初年には既に定着した形であったと想定される。よって、 『寝惚先生文集』 示され 草双紙の姿に 、ある程度リアリティがあると評価でき 。
一方、用例後半の、新規参入の草双紙作者によって成さ
れた、いわゆる黄表紙の中で散見 「ひき やのどらやき」という語は、本来は存在しなかったものと推定 れる。鳥居清経画の鱗形屋板『おな 』に「ひきのやのあんころ
　
藤つかやのどらやき」とあるように、 「ひきのや」





































































































































































































































































































































形は、鱗形屋板初期草双紙にみえる複数の組み合わせ ひとつであったものと考えられる。様々なバリエーションのひとつに過ぎない「四方のあか」 「鯛のみそず」の組み合わせが、後の作品において定着したのは、 「四方赤良」
という狂号を使用していた大田南畝の影響が大きいものと考えられる。　
言語遊戯の洒落言葉を草双紙の変遷の中で辿っていく
と、黄表紙特有の取り入れ方がみられる。初期草双紙での素朴な用法と、いわゆる黄表紙における趣向としての利用の分岐点を探ると、それらは恋川春町や朋誠堂喜三二の作品にあるようにもみえる。しかし、その黄表紙の草創期を支えた作者たちは、少なからず大田南畝の影響を受け ものと推測され 。大田南畝は自身が手掛けた草双紙の作品数こそ少ないものの、草双紙の新しいかたちの形成に大きな影響を与えたも と考えられ 。注（１）




 正徳三年刊 『西海太平記』 （中嶋又兵衛板） 五之巻 二 「幽
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（昭和三十三年、 岩波書店）所収『御存商売物』注では「神田和泉町の酒店四方久兵衛で売った赤味噌。銘酒滝水とともに有名。 」とする。 『江戸語大辞典』 （前田勇編、昭和四十九年、講談社）では「赤味噌」は誤りで「滝水」が正しいとする。 『日本国語大辞典』 （昭和 十一年、小学館）では「四方の滝水」を指 とし、中山右尚『江戸の戯作絵本
　
続巻一』 （昭和五十九年、現代教養文庫、
社会思想社）所収『親敵討腹鞁』注では、 「四方のあか」は四方屋久兵衛で売る赤味噌 ことだが、誤って「滝水」をも「赤」ということがあることからから、 「滝水」を指す、 また、 一説にははじめ酒銘を「赤」といったという、とする。 『近世子どもの 集
　
江戸篇』 （鈴木重三・木
村八重子編、昭和六十一年、岩波書店）では、 「滝水」を指すとした上で、 「この店（四方屋を指す）で扱った赤味噌を四方赤味噌と呼んだ に由来するらしい」と付記している。 『江戸の絵本』 （Ⅰ～Ⅳ、 小池正胤・叢の会編、昭和六十二年～平成元年、国書刊行会）の注では場合により指すものが異なっている。以上の諸注は酒と味噌には分かれるもの 、み 元吉原跡新和泉町の酒屋四方屋久兵衛の店の商品を指すという点で共通している。対し宇田敏彦校注『新日本古典文学大系八三
　
草双紙集』 （平
成九年、岩波書店）所収『草双紙年代記』注では、 「和泉町（中央区日本橋三丁目） 豊島屋で販売した赤味噌」を指すとし、 「銘酒の名とする説もある。 」 、異なる見解を示している。
（８）
 例えば、いわゆる黄表紙の中で初期草双紙 想起させる時代遅れな言語遊戯として 大木 切口太い 根」があるが、 こ は「大木の生え際太いの根」 誤った形である。しかし、この形は様々な黄表紙の中で使用されてい 。対し、南畝は『菊寿草』序文の中で「大木の生え際で太いの根」と、正しい形を示している。拙稿 草双紙における流行語の位置」参照。
（まつばら
　
のりこ・
 実践女子大学非常勤講師
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